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アノテーションを利用した読書活動支援システムの開発

外川大悟†1	 大場みち子†2 

概要：近年, インターネット上で読書に関する情報を多人数で共有するソーシャルリーディングサービスが注目を集
めている. ソーシャルリーディングによって共有された感想や書評などの情報から, ユーザに適した情報提供をどう
行うかが課題となっている. 本研究では,	書籍情報を効率的に探すための情報提示手法の提案を目的とする.	この目
的を達成するため, 書籍内のアノテーションから書籍に対する感情やキーワードを抽出し, これらのビジュアル化を
行う. ビジュアル化されたこれらの情報を共有することで, 情報提示を効率化させユーザの読書活動の活発化を図る. 
実験により提案手法の有効性を確認する. 	
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Development of the Reading Activity Support System
Using Annotations 

DAIGO TOGAWA†1 MICHIKO OBA†2 

Abstract: Social reading services are receiving a lot of attention recently. Social reading service is a system that 
shares information on reading on the Internet with many people. The challenge for social reading systems is how 
to provide users with adequate information such as shared impressions and book reviews. The purpose of this 
study is to activate reading activities of users by efficiently conveying useful information for them. In order to 
achieve our purpose, we extract emotions and keywords for books from annotations in books and make 
visualization of them. Users share these visualized information with each other. Then, system presentations of 
information more efficient and activate the reading activity of the users. Finally, we confirm the effectiveness of 
the proposed method by experiment. 
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1. はじめに

近年ではソーシャルリーディングサービスという,	感想

や書評など書籍に関する情報を多数のユーザで共有するサ

ービスが注目されている[1].	 Kindle[2]や読書メーター[3]な

どの利用によりで多くの書籍の情報を集め,	読みたい書籍

を見つけることでユーザの読書活動が活発化される.	 	

	 最近ではソーシャルリーディングシステムで共有される

情報の種類が増えている.	その中でも注目されているもの

がアノテーションである.	アノテーションとは文章中に関

連する情報を注釈として付与することである.	ソーシャル

リーディングシステムでは,	文章の一部を反転表示や背景

色を変えて強調表示を行うハイライト,	文章中に感想や注

釈を書き込むメモといった情報のことを指す.	アノテーシ

ョン情報はユーザが重要だと考えた部分につけられること

が多く,	 アノテーション情報を共有することによって,	 ユ

ーザは書籍の重要な要素を共有することが可能となる.

現在のショーシャルリーディングでは,	多くのユーザは

書籍のタイトル,	キーワード等を検索することによって目
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的の書籍を探し出している.	 しかし,	 全てのユーザが自分

の探したい書籍情報のキーワードを理解しているわけでは

ない.	 中には,	 書籍を探す際に「面白い」や「楽しい」な

どイメージで検索を行いたいユーザが存在する.	これらの

ユーザは目的の書籍をキーワードで探すことができず,	求

めている情報を得るのが難しい.	現在のソーシャルリーデ

ィングシステムで,	「面白い」や「楽しい」といったイメ

ージで書籍に関する情報を検索すると,	対象となる情報が

多すぎるためユーザは目的の情報を探し出すことができな

い.	 つまり,	 現在のソーシャルリーディングよる情報共有

には,	適切な情報共有がなされていないユーザが存在する

という問題がある.

一方,	 情報を閲覧するタイミングや,	 利用するユーザに

よって必要となる情報が異なる.	 例えば,	 ユーザがこれか

ら読む書籍を選ぶために書籍の情報を探していた場合,	必

要以上の書籍の内容に関する情報は,	利用者にとってネタ

バレになってしまう.	 逆にユーザが,	 書籍の内容を振り返

る場合,	 情報量が多くなければ,	 どういう書籍であったか

思い返すことができない.	現在のソーシャルリーディング

による情報共有では,	対象のユーザや使用するタイミング

に適した情報提示が ,	 考慮されていないという問題もあ

る.	 	 	
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	 本研究では書籍情報を効率的に探すための情報提示手法

の提案を目的とする.	この目的を達成するためにユーザに

対して適切な書籍情報の提示を行うことで,	ユーザの読書

活動を支援するシステムを提案する.	 	

本稿では,	 最初に先行研究とその問題点,	 本研究の目的

と課題について述べる.	 次に,	 課題の解決アプローチにつ

いて述べる.	 その後,	 今回行った本研究の有用性の見通し

を確認する予備実験と,	 実験結果および考察を述べる.	 最

後に,	 本研究の提案手法の有用性を確認する本実験と,	 実

験結果および考察,	今後の研究方針について述べる.	 	

2. 関連研究

片岡らは世界的に普及している電子書籍フォーマット

EPUB	(electronic	publication)[4]を用いて，読書に関する情報

を多人数で共有するソーシャルリーディングシステムを開

発している[5].	 開発したシステムを用いて実験を行い，収

集した情報を基にユーザ分析を行なっている.	 ユーザのブ

ックマークやアノテーションを分析することにより，書籍

内でのユーザの興味・関心を知ることができる.	 EPUBCFI	

(electronic	publication	Canonical	Fragment	Identifier)[6]と呼ば

れる部分文書識別子を利用している.	これを用いることで,	

EPUB 電子書籍内の任意の一点を唯一に識別することが可

能となる.	この技術によって EPUB 内のハイライト,	メモ,	

注釈などの場所を参照し,	これらのアノテーション情報を

ユーザ同士で共有することにより,	ソーシャルリーディン

グを実現している.	アノテーション情報によってソーシャ

ルリーディングで共有できる情報の種類を増やし,	その情

報の利用法が提案されている.

王らは研究室向けに特化した,	学術論文に対するソーシ

ャルリーディングを実現できる文献評価システムを構築し

ている[7].	 この文献評価システムは,	 ソーシャルリーディ

ングでよく用いられるアノテーション機能を,	 PDF ファイ

ル対して実装している .	 ,	 このシステムはウェブ技術で実

装しているため ,	 ユーザはウェブブラウザ上で文献を参

照・注釈の追加が可能となる.	 この研究では,	 アノテーシ

ョンの共有手法と,	その実装方法が提案されている.

しかし,	これらの研究によって共有される情報は文章の

場合が多く,	 ユーザは情報を探す際,	 共有された文章を読

む必要があり,	自身が必要としている情報を探すのに時間

がかかってしまう.	 つまり,	 ユーザに対して効率的な情報

提示手法が求められている.	本研究では書籍情報を効率的

に探すための情報提示手法の提案を目的とする.	この目的

を達成するための課題を以下に示す.	 	

(1) 書籍を探すために書籍のどのような情報を利用するか
(2) 収集した書籍の情報をどう効率的に表示するか

3. 解決アプローチ

3.1 概要  
本研究では 2章で述べた課題を解決するため二つの解決

アプローチを提案する. まず, 2 章の課題(1)の解決アプロ
ーチとして, 文章中につけられたメモや, ハイライトなど
といったアノテーション情報の利用を提案する. 前述の通
り, アノテーション情報は書籍内で読者が重要だと考えた
部分につけられることが多いため, この情報を利用するこ
とによって多くのユーザが重要だと考えた書籍の情報を提

示することができる. ユーザは書籍を読むことなく書籍の
重要な要素を知ることができる.
課題(2)の解決アプローチとして, アノテーション情報

のビジュアル化を提案する. アノテーション情報は文章で
あり, ユーザが必要な情報を検索・取得するのに時間がか
かってしまう. 本研究ではアノテーションから収集した情
報を, グラフやタグクラウドといった形にビジュアル化す
る. ビジュアル化によってユーザは文章を読む必要がなく
なり, 書籍の情報取得・検索にかかる時間が短縮される. 
このビジュアル化によって, 収集した書籍の情報を効率良
く提示することが可能となる.  

3.2 ビジュアル化手法  
アノテーション情報を用いたビジュアル化手法を２種類

提案する.	これら二つのビジュアル化手法を用い 2章の課
題(2)を解決する. 
3.2.1 タグクラウドによるキーワード表示 
本研究では,	タグクラウドによるアノテーション情報を

用いたキーワード表示を提案する.	タグクラウドとは,	図

1で示すようなウェブサイト上などで使われるタグの視覚

的記述のことである[8].	タグの頻出度によってフォントや

表示サイズ,	色を変更することでそれぞれのタグの重要度

を表現することができる.	本研究ではこのタグクラウドを

利用し,	書籍内のキーワードの重要度がわかるように表示

する.	 	

図 1: タグクラウドの例 
Figure1: Example of Tag Cloud 
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3.2.2 書籍内感情のグラフ化 
本研究では, ビジュアル化手法として書籍内感情のグラ

フ化を提案する. この手法では, アノテーションが付けら
れた文章やコメントを抽出し, 抽出された情報内に, どう
いった感情が, どの程度含まれているのかを分析する. そ
の結果を図 2のようにそれぞれの感情の割合を色分けした
円グラフで表示する. 主に感情の割合を表示する感情グラ
フによって, 読者は書籍を読むことなく, 対象の書籍にど
ういった感情が含まれているのか効率良く理解することが

できる. 

4. 提案システム

4.1 概要  
本研究では以上の解決アプローチを実行するシステムの

構築を目指す. 構築するシステムの利用手順を図 3に示す.	

(1) ユーザは,	自身が読みたいと考えている書籍をイメー

ジしつつシステムの利用を開始する.

(2) ユーザの書籍内に付けられたアノテーション情報(メ

モ,	ハイライト)を抽出する.

(3) 抽出された情報から文章中のキーワードや,	文章中に

含まれる感情を抽出しそれらをビジュアル化する.

(4) ユーザはビジュアル化された情報を見ることによって,

その書籍がどういった内容なのかを直感的に理解する

ことができる.

(5) これらの情報を見ることによって,	ユーザは書籍を読

まずに書籍の情報を効率良く獲得し,	従来の手法より

も早く目的の書籍情報を探すことができる.

図 2: ML-Askを用いた書籍内感情グラフ例 
Figure2: Example of Emotion Graph in Book Using 

ML-Ask

図 3: システム利用の流れ 
Figure3: Flow of system use 

4.2 キーワードの抽出方法  
本研究では,	書籍中に付けられたアノテーション情報を

抽出し,	分析するために,	抽出した情報に対して MeCab[9]

を用いて形態素解析を行う.	形態素解析によって文章を単

語単位まで分割し,	 その結果に対して TF-IDF[10]を用いて

キーワードの抽出を行う.	抽出したキーワードの重要度の

算出結果を基準にタグクラウドで表示するサイズを決め

る. 

4.3 文章内感情の分析方法  
本研究では, 抽出されたアノテーション情報に対して

ML-Ask という感情解析プログラムを用いる. ML-Ask と
は文章中に存在する感情を表す単語を検出し, その単語を
哀れ, 羞恥, 怒り, 嫌悪, 恐怖, 驚き, 好意, 高ぶり, 優し
さ, 喜び 10種類の感情に分類し, それぞれの感情を表す単
語の個数を出力するプログラムである[11][12]. このプロ
グラムを用いることで対象の文章にどういった感情が, ど
の程度含まれているのかがわかる.

5. 予備実験

5.1 概要  
昨年度行なった予備実験によって, 情報を抽出する媒体

と表示法の違いで得られる情報が異なるということが判明

した.[13] 本年度は, 提案手法によって, 提示した書籍情
報がユーザにもたらす効果, 情報を利用するタイミングに
よる効果の違いを調査するために予備実験を行なった. 対
象書籍は「芥川龍之介」の「藪の中」(ハイライト数: 98	 ア
マゾン評価レビュー数: 38 ), 「江戸川乱歩」の「人間椅子」
(ハイライト数: 72	 アマゾン評価レビュー数: 34 )である.
公立はこだて未来大学内の教員・学生５名が, ハイライト
付けしたアノテーション情報を用いた. 今回の予備実験で
は, 文章中に付けられたハイライトを利用してビジュアル
化した情報と, Amazon の評価レビューを利用してビジュ
アル化した情報を被験者に見せ, その後のアンケートによ
って効果の違いを確認する.

哀れ	
8%

羞恥	
9%

怒り	
4% 

嫌悪	
29%

恐怖	
4%

驚き	
10%	

好意	
8%

高ぶり	
10%

優しさ	
10%

喜び	
8%
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(1) 被験者に「藪の中」,	「人間椅子」の「感情グラフ」

と「タグクラウド」を提示する.	今回の実験では一つ

の作品ごとに,	タグクラウド A(アノテーション利用),

タグクラウド B(amazonレビュー利用),	感情グラフ

A(アノテーション)利用,	感情グラフ B(amazonレビュ

ー利用)の４種類の画像が存在する

(2) 被験者にどちらの書籍を読みたくなったか, どの画像
情報が参考になったのか, その理由についてアンケー
ト調査を行う. このアンケートによって提示した情報
が, 読む書籍を選ぶユーザに対し, どのような影響を
与えるのかを調査する.

(3) 被験者に選んだ書籍をアノテーション(メモやハイラ
イト)付けしながら読んでもらう.

(4) 被験者に画像(タグクラウド, 感情グラフ)を提示しな
がら書籍の内容を振り返る質問を行い, 書籍の内容を
振り返る際, 提示した画像がユーザにどのような影響
を与えるのか調査する.

5.2 実験結果  
5.2.1 どちらの書籍を読みたくなったか 
	 「どちらの書籍を読みたくなったのか」のアンケート結

果は, 「人間椅子」を選んだ被験者が 3 名, 「藪の中」を
選んだ被験者が 2 名となった. 「人間椅子」を選んだ被験
者は, 「感情グラフに含まれている感情の種類が多いから」, 
「感情グラフにおけるアノテーションと amazonレビュー
の結果の違いに興味を惹かれた」とコメントしていた. 「藪
の中」を選んだ被験者は, 「タグクラウド内に表示された
映画, 原作というワードに惹かれた」, 「画像内の要素の
多さに惹かれた」とコメントしていた.  

5.2.2 一番参考になった情報(書籍を選ぶ際) 
「読む書籍を選ぶ際, 一番参考になった情報はどれか」

アンケートの結果を図 4 に示す. タグクラウド B(amazon

レビュー利用)以外の情報が書籍を選ぶ際, 参考になると
いう結果になった. それぞれの情報を選んだ理由を以下に
示す.
(1) タグクラウド B(amazon利用)
・ キーワードによって内容が想像できるため

・ 作品の情報量が多かったため

(2) 感情グラフ A(アノテーション利用)
・ 喜びの感情の数で面白さがわかったから

・ 書籍を感情の数で比較でき, その差に興味を惹かれた
から

(3) 感情グラフ B(amazon利用)
・ 表示された感情が登場人物の感情なのか, 読者の感情

なのか気になったから

図 4: 「読む書籍を選ぶ際, 一番参考になった情報はどれ
か」アンケート結果

Figure4: The result of the questionnaire "Which 
information was the best reference when choosing which 

books to read?" 

5.2.3 一番参考になった情報(内容を振り返る際) 
「書籍の内容を振り返る際１番参考になった情報はどれ

か」のアンケート結果は 4名の被験者が感情グラフ A, 1名
の被験者がタグクラウド Aを選んだ. アノテーションを利
用した情報が内容の振り返りに有用であるという結果とな

った. 
(1) タグクラウド A(アノテーション利用)
・ キーワードによって物語の場面を思い出せるから

(2) 感情グラフ A(アノテーション利用)
・ 自分の読んだ時の感情とグラフの内容が一致しており,

内容を思い返すことができたから

・ 作中の登場人物の感情の動きを思い返すことができた

から

5.3 考察  
本年度行なった予備実験から, 提案手法である, タグク

ラウドと感情グラフがユーザにもたらす効果,それぞれの
情報を利用するタイミングによって, 効果に違いがあるこ
とが判明した.
タグクラウドは, 「藪の中」のような登場人物やキーワ

ードが多数存在する書籍に対し, 有用であると考えられる. 
「藪の中」という作品は, 藪の中で起こった殺人事件につ
いて, 登場人物がそれぞれ証言するという内容であり, 作
中の登場人物やキーワードが「人間椅子」よりも多い. 被
験者が読みたい書籍を選ぶ際, タグクラウドを見て「藪の
中」を選んでいることから, タグクラウドの有用性が確認
できる. 「藪の中」を選んだ被験者は「タグクラウドで表
示された, 作品のキーワードや, その量に惹かれた」と答
えており, 読みたい書籍を選ぶ際のユーザに対しては, 作
品の内容や情報量を一目でわかるようにしたタグクラウド

の効果を確認できた. 書籍内容の振り返りに関するアンケ
ートでは, 感情グラフと比較すると有用性は劣るが, 「キ

タグクラウ
ド

B(amazon) 
40% 感情グラフ

A(アノテー
ション)

40% 

感情グラフ
B(amazon) 

20% 
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ーワードによる場面の振り返りができた」と答えた被験者

がいるため, タグクラウドがユーザにとって参考となる情
報であることが判明した. 
感情グラフは, 「人間椅子」のような登場人物の感情表

現が多い作品に対し, 有用であると考えられる. 「人間椅
子」という作品は主要な登場人物が二人と少なく, 抽出さ
れた感情の数は「藪の中」の 6種類に対して, 「人間椅子」
は 10種類と, 「藪の中」よりも多い. 被験者が読みたい書
籍を選ぶ際, 感情グラフを見て「人間椅子」を選んでいる
ことから, 感情グラフの有用性を確認できる. 「人間椅子」
を選んだ被験者は, 「含まれている感情の数が多かったか
ら」, 「感情の数で書籍を比較できたから」と答えており, 
読む書籍を探しているユーザに対しては, 作品の雰囲気を
感情の割合で表す感情グラフの効果を確認することができ

た. 書籍内容の振り返りに関するアンケートでは, 多くの
被験者が感情グラフを参考となる情報であると答えている. 
「自分の読んだ時の感情とグラフの内容が一致しており, 
内容を思い返すことができた」, 「作中の登場人物の感情
の動きを思い返すことができた」など, 書籍を選ぶ際とは
違う効果を確認することができた.  

6. 本実験

6.1 概要  
今回提案した手法の有用性を, 確認するために実験を行

なった. 本実験の目的は, 書籍の情報を探す際に提案手法
と, 従来手法との効果の違いを検証することである. 今回
の実験では, ユーザ自身が読みたい書籍を探す場合と, ユ
ーザが読んだ書籍を振り返る場合, この二つの利用タイミ
ングを想定して行う. それぞれの利用タイミングで計測す
る効果は以下の通りである.
(1) ユーザ自身が読みたい書籍を探す場合

・ 読みたいと思った書籍を見つけるまでの時間

・ 情報量が適量であったかどうか(例: 情報量が多い→
ネタバレが多い, 情報量が少ない→目的の書籍を探せ
ない)

・ 見つけた書籍の満足度

(2) ユーザが読んだ書籍を振り返る場合

・ 情報量が適量であったかどうか(例: 情報量が多い→
不必要な情報が多すぎた, 情報量が少ない→内容を思
い返せなかった)

・ 新たな発見があったかどうか

書籍の振り返りの効果の測定は, 書籍を読んだ直後と,
書籍を読み終わり１週間ほど期間をあけ, 内容を忘れた時
期の二回行う.  
今回の実験では青空文庫の書籍 30 冊を実験対象とする. 

提案手法に必要なアノテーション情報(ハイライト)は, 公
立はこだて未来大学内の教員・学生が行なったハイライト

付けのデータと, Amazon Kindleのハイライトデータを利
用した. これらを確認するための実験手順を以下に示す.  
(1) PC を利用して, 対象書籍 30 冊の中から自分が読み

たいと思った書籍を選んでもらう.
(2) 選んだ書籍をアノテーション(ハイライト , コメン

ト)付けしながら読んでもらう
(3) 従来手法による書籍の情報集めと, 提案手法による

書籍内容の振り返りに関するアンケートに答えても

らう.
(4) 今回の提案手法を見せ, 自分の読みたいと思った書

籍を読んでもらう.
(5) 選んだ書籍を(2)と同様にアノテーションをつけなが

ら読んでもらう

(6) 提案手法による書籍の情報集めに関するアンケート

に答えてもらう.
(7) １週間ほど時間を置き, 書籍内容を振り返るアンケ

ートに答えてもらう.

6.2 実験結果  
6.2.1 書籍を見つけるまでの速さ 
表 1 に今回の実験で測定した, 被験者が読みたいと感じ

た書籍を探し出すまでにかかった時間を示す. ほとんどの
被験者が, 提案手法によって従来手法よりも早く目的の書
籍を見つけることができた.  

表 1: 書籍を探し出すまでにかかった時間 
被験者 従来手法 提案手法 削減率(%) 

A 10分 20秒 1分 10秒 88.7 
B 15分 1秒 6分 0秒 60.0 
C 3分 12秒 2分 2秒 36.4 
D 4分 0秒 6分 22秒 -59.1
E 5分 0秒 2分 2秒 59.3 
F 10分 44秒 4分 19秒 59.7 
G 21分 36秒 3分 32秒 83.6 
H 5分 4秒 1分 41秒 66.7 
I 10分 18秒 3分 18秒 67.9 
J 4分 54秒 2分 22秒 51.7 
K 5分 52秒 2分 10秒 63.0 

6.2.2 情報量 
「提示された情報量が適切であったか」のアンケート結

果を図 5 に示す. 従来手法とタグクラウドは被験者のおよ
そ半分が「情報量は適量であった」と答えている. しかし, 
感情グラフはおよそ半分の被験者が「情報量が多すぎる」

と指摘していた. 
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図 5: 「提示された情報量が適切であったか」アンケート
結果

Figure5: The questionnaire result "Is the amount of 
information presented proper?”  

6.2.3 満足度 
「見つけた書籍が満足のできるものであったか」という

項目のアンケート結果を図 6 に示す. 従来手法では被験者
の約半分が満足する書籍を見つけることができなかったが, 
提案手法を提示した場合半分以上の被験者が満足すること

ができた. 

図 6: 「見つけた書籍が満足のできるものであったか」 
アンケート結果

Figure6: This is the result of the questionnaire "Is the 
book you found satisfactory?" 

6.2.4 書籍内容の振り返り 
	「書籍の内容を振り返るための情報量は適切であったか」

という項目のアンケート結果を以下に示す. 図 7 が書籍を
読んだ直後に振り返りを行なった場合のアンケート結果, 
図 8が書籍を読み終わった１週間後に振り返りを行なった
場合のアンケート結果である. 感情グラフによる書籍内容
の振り返りにおいて, 情報量が適切であると答えた被験者
は半分以下であった. タグクラウドは読んだ直後の振り返
りでは, 適量と答えた被験者は 50%以下であったが, １週
間後の振り返りにおいては 73%と大幅に増加し, 多くの被
験者が適量であると答えた. 

書籍を読んだ直後にアンケートを行なった被験者 10 人, 
書籍を読み終わった１週間後にアンケートを行なった被験

者 6 人は, 「画像を見ることで新たな発見があった」と答
えていた.  

図 7: 「書籍の内容を振り返るための情報量は適切であっ
たか」アンケート結果(読んだ直後) 

Figure7: The result of the questionnaire "Is the amount 
of information to look back on the contents of the book 

appropriate?"( Immediately after reading) 

図 8: 「書籍の内容を振り返るための情報量は適切であっ
たか」アンケート結果(１週間後) 

Figure8: The result of the questionnaire "Is the amount 
of information to look back on the contents of the book 

appropriate?"( A week later) 

6.2.5 考察 
今回行なった本実験によって, 書籍の情報を探す際今回

提案した手法と従来手法との効果の違いが判明した.  
ユーザが読みたい書籍を探す場合, 今回の提案手法は従

来手法よりも効率よく情報を伝えられることがわかった. 
提案手法による時間の平均削減率は 52.5%であり, 被験者
が目的の書籍を見つけるまでにかかる時間を大幅に短縮で

きていることがわかる. 従来手法では, 文字で書かれたレ
ビューやあらすじを一つ一つ読まなければいけないのに対

し, 提案手法では一目見るだけで対象の書籍がどういった
内容なのか理解できるのが, このような結果になった要因
であると考えられる.  
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見つけた書籍に対する満足度も, 従来手法より提案手法
の方が高い. 従来手法で書籍を探す際, 被験者のほとんど
はインターネット上の評価レビューを参考に書籍を探し出

し, 高評価のものを読む傾向にある. しかし, 満足できな
かった被験者は, 「探し出した書籍内に聞きなれない単語
が多く, 読み辛かった」と答えており, レビュー投稿者と
の読解能力の差によって, 想像通りの書籍を探し出すこと
ができていなかった. 従来手法ではユーザに合った情報提
供ができていないことがわかる. 提案手法によって満足す
る書籍を見つけられた被験者はその理由に対し, 「感情グ
ラフによって気分に合った書籍を見つけられた」, 「自分
の興味のある単語が見えて読みたいと思った」などと答え

ており, 被験者一人一人に対し適切な情報提供ができてい
ることがわかる.
しかし, 「提示された情報量が適量であったか」という

項目において, 適量であると答えた被験者がタグクラウド
7人, 従来手法 6人なのに対し, 感情グラフは一番少ない 5
人と評価が低い結果となった. 感情グラフに対しては, 情
報量が多かったと答えた被験者 5名と他の二つに比べ多く, 
「感情の量が多すぎて判断に困る」という被験者が述べて

いたため, 書籍によっては情報量が多すぎると考えられ
る.  
書籍内容を振り返る場合, タグクラウドは効率的に書籍

の情報を与えられることが判明した. 書籍を読んだ直後に
情報量に関するアンケートを行なった際は, 「適量だった」
と答えた被験者が 37%と少なかったが, １週間後にアンケ
ートを行なった場合は 73%と半分以上の被験者が「適量だ
った」と答えていた. 読んだ直後のアンケート結果が低い
のは読んだ直後であると, 書籍の内容を明確に覚えている
ため, タグクラウド上に表示されたあまり重要ではないキ
ーワード情報が, 被験者に余計な情報であると感じられた
からであると考えられる. １週間後にアンケートを行うと
書籍の内容を忘れてきているため, 被験者が情報量は適量
だと感じたのだと考えられる. 感情グラフでは適量だと答
えた被験者が読んだ直後 27%, １週間後が 37%とどちらも
低い結果となっている. この結果は感情グラフの精度が低
く, 書籍を読んだ被験者の感じた感情と, 感情グラフによ
って表示されている感情の割合が違うためであると考えら

れる. 一方, アンケートで「自分の感じた感情と同じ」, 「感
情の項目ごとに場面が思い出せる」と答えている被験者が

いることから, 感情抽出の精度を上げることによってユー
ザに対して適切な情報提示ができると考えられる. 
「画像によって新たな発見ができたか」という項目では, 
直後と１週間後のどちらも半分以上の被験者が新たな発見

をすることができていた. 「自分の思いつかないキーワー
ドを知れた」, 「思っていたより恋愛に対して嫌悪の感情
が多かった」などと答えている被験者がいることから, タ
グクラウドと感情グラフ, それぞれ被験者に新たな発見を

促せていることがわかる. 

7. おわりに

本研究では書籍情報を効率的に探すための情報提示手法

の提案を目的とし,	ユーザに対して有効な書籍情報の提示

を行うことで,	ユーザの読書活動を支援するシステムの開

発を目指した.	 これらを達成するため,	 ハイライトされた

文章や, 添付されたメモなどのアノテーション情報をビジ
ュアル化し, それらをユーザ同士で共有する手法を提案し
た. ビジュアル化の手法としてタグクラウドによるキーワ
ード表示と, 書籍内感情のグラフ化の 2 種類を提案した. 
今回の提案手法によって, 提示した書籍情報がユーザにも
たらす効果, および情報を利用するタイミングによる効果
の違いを調査するために予備実験を行い, その効果の違い
を確認した. 次に書籍の情報を探す際, 今回の提案手法と, 
従来手法との効果の違いを検証する本実験を行なった. そ
の結果, 書籍を選ぶ際と, 書籍内容を振り返る際, それぞ
れ違う効果をユーザに与えていることが判明した. しかし,
感情グラフの精度が低いなどの課題も判明した. 感情グラ
フは書籍によっては情報量が多すぎることによって, ユー
ザに混乱を与えていると考えられる.
	 今後は感情抽出の精度向上と合わせて情報量に対する改

善策の検討を行い, アノテーションデータの収集によって, 
実験対象となる書籍を増やし, さらなる有効性を検証す
る.  
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